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Three-dimensional multimodality fusion imaging (3DMFI)を用いた手術シミュレーションの有





での有効な単独治療法は、小型の病変を除き、確立されていない(Ichinose et al., 2010)。一方で
頭蓋底髄膜腫をはじめとする深部髄膜腫において合併症なく全摘出を達成する難易度は高く、全





【Material and Methods】 
 
2009年 10月から 2011年 1月までの期間に横浜市立大学附属病院で初回手術を行った連続 14
症例の深部髄膜腫患者を対象とした。すべての患者において高解像度MRI、CT、digital 
subtraction angiogram (DSA)を撮像し、これらを重畳して 3DMFIを作成した。 3DMFIを 3D















に寄与した(いずれも p<.0001)。解剖学的重要構造物についての IRは腫瘍栄養血管で 100%、腫
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